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一般
質問

                                                                                                                                           かみふらの議会だより第 116 号 ❷

クールビズ実施期間中につきネクタイ着
用の義務付けはされていません。

上富良野のここが聞きたい‼上富良野のここが聞きたい‼
５名の議員が町政を問う５名の議員が町政を問う

　一般質問とは、年４回の定例会において議員が住民の声や自身の考えなどにより、町政全
般にわたって執行者の考えをただすものです。
　議会だよりではスペースの都合上、質問と答弁を要約して掲載しています。
　詳細は後日、行政ホームページに会議録を掲載します。
　議場では臨場感のあるやり取りを傍聴することができます。ぜひ、議場へお越しください。

元井　晴奈 議員

髙松　克年 議員小林　啓太 議員

①　�「泥流地帯」映画化及び関
連事業の進捗状況と今後に
ついて

①　�演習場にかかる諸問題の解
決は

②　鳥獣被害防止対応はいかに

①　�行政組織と人事管理につい
て

②　�通学路等の防犯カメラ設置
について

①　�出産と子育てに係る町の行
政サービスについて

①　脱炭素社会の取り組みについて
②　�物価高騰から暮らしを守る政策に
ついて

③　�中学校入学時における制服購入費
用の軽減について

④　�給食センターについて

荒生　博一 議員

米沢　義英 議員

９月定例会の傍聴に足を運んでくれた方は延べ 19 人でした。
お越しいただきありがとうございました。

初めての傍聴でしたが、決められた質問などが淡々と進んでいくイ
メージでしたが、議員が再質問を求めたりしていて、イメージと違
い驚きました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　30代男性

傍
聴
者
の
声



  かみふらの議会だより第 116 号

一般質問

❸

元井　晴奈  議員

元
井
議
員　

「
泥
流
地
帯
」

の
映
画
化
の
進
捗
状
況
は
。

斉
藤
町
長　

今
夏
に
は
㈱

Z
i
p
a
n
g
が
映
画
製
作

に
着
手
し
、
報
道
発
表
が
で

き
る
見
込
み
だ
っ
た
が
い
ま

だ
に
進
ん
で
い
な
い
。

元
井
議
員　

そ
の
映
画
化
遅

延
の
要
因
は
。

斉
藤
町
長　

㈱
Z
i
p
a
n
g

の
先
行
製
作
作
品
が
遅
れ
た

こ
と
に
加
え
、
資
金
調
達
が

芳
し
く
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

り
制
作
体
制
の
座
組
の
確
立

に
至
ら
な
か
っ
た
。

元
井
議
員　

今
、
映
画
製
作

は
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
の
か
。

斉
藤
町
長　

実
際
は
進
ん
で

い
な
い
が
、
座
組
が
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
て
る
段
階
。

元
井
議
員　

資
金
調
達
が
芳

し
く
な
か
っ
た
と
い
う
が
、

資
金
調
達
の
目
標
額
は
。

職員等が身につけている機運醸成のグッズ

斉
藤
町
長　

具
体
的
な
金

額
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

２
億
円
を
下
ら
な
い
範
囲
。

元
井
議
員　

映
画
化
の
主
導

権
は
町
・「
泥
流
地
帯
」
映

画
化
を
進
め
る
会
・
映
画
制

作
会
社
（
㈱
Z
i
p
a
n
g
）

の
ど
こ
が
も
っ
て
い
る
の
か
。

斉
藤
町
長　

映
画
製
作
に
関

わ
る
決
定
権
は
制
作
会
社

（
㈱
Z
i
p
a
n
g
）
に
あ
る
。

元
井
議
員　

映
画
製
作
の
た

め
に
㈱
Z
i
p
a
n
g
の
社

員
を
地
域
活
性
化
起
業
人
と

し
て
採
用
し
て
い
た
が
、
後

任
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

斉
藤
町
長　

後
任
は
選
定
せ

ず
、
年
度
内
は
い
な
い
予
定
。

待てども待てども
進まない泥流地
帯の映画化。一体
どうなっているの
か・・・

座
組
と
は
…
事
業
や
企
画
に
関
わ
る
人
々
や
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
、
出
演
者
な
ど
の
組

織
構
成
の
こ
と
。
映
画
の
柱
と
な
る
も
の
。

泥流地帯はいつ映画化されるのか
町長－時期は明言できない

泥流地帯
映画化

元
井
議
員　

「
泥
流
地
帯
」

の
映
画
化
に
関
連
し
て
、
今

年
度
は
J
R
上
富
良
野
駅
舎

改
築
整
備
に
２
千
万
円
の
予

算
が
つ
い
て
い
た
が
、
そ
の

進
捗
状
況
は
。

斉
藤
町
長　

制
作
発
表
が
決

ま
ら
な
い
と
で
き
な
い
の
で

進
め
て
い
な
い
。

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

元
井
議
員　

映
画
化
事
業
を

凍
結
す
る
考
え
は
。

斉
藤
町
長　

映
画
製
作
会
社

と
の
協
定
見
直
し
な
ど
を
行

い
な
が
ら
「
泥
流
地
帯
」
映

画
化
に
向
け
た
体
制
整
備
を

進
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
、

事
業
の
凍
結
は
現
在
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

元
井
議
員　

い
つ
ま
で
に
映

画
化
を
す
る
の
か
。

斉
藤
町
長　

時
期
の
明
言
は

で
き
な
い
が
、
10
年
後
、
20

年
後
と
い
う
話
で
は
な
い
。

一
刻
も
早
く
映
画
化
に
結
び

つ
け
た
い
。

元
井
議
員　

映
画
化
の
住
民

説
明
会
、
意
見
懇
談
会
を
開

く
考
え
は
。

斉
藤
町
長　

情
報
提
供
に
は

努
め
て
い
く
。

映
画
化
事
業
の

見
直
し
や
凍
結
の
考
え
は

元
井
議
員　

遅
延
が
明
確
で

あ
る
な
ら
、
事
業
全
体
の
抜

本
的
な
見
直
し
が
必
要
で
は
。

斉
藤
町
長　

㈱
Z
i
p
a
n
g

と
の
協
定
を
見
直
し
、
映
画

を
つ
く
れ
る
と
こ
ろ
と
協
定

を
結
ぶ
と
い
う
こ
と
、
資
金

調
達
も
大
き
く
方
針
転
換
し
、

映
画
に
か
か
る
制
作
費
も
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
集
め

る
な
ど
大
き
く
舵
を
切
り
替

え
、
泥
流
地
帯
の
映
画
化
の
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髙松　克年　議員

髙
松
議
員
　
町
は
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
を
立
て
た
。
農
作

物
の
被
害
は
拡
大
し
て
い
る
。

被
害
の
集
計
は
ど
の
よ
う
な

手
法
か
。

斉
藤
町
長
　
ふ
ら
の
農
協
が

農
家
か
ら
面
積
、
金
額
の
自

己
申
告
を
聞
き
、
集
計
し
た

数
値
を
使
用
し
て
い
る
。

髙
松
議
員
　
鹿
の
被
害
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
生
育
数
を
増

や
さ
な
い
対
応
が
必
要
だ
が
。

斉
藤
町
長
　
市
町
村
捕
獲
プ

ラ
ン
目
標
数
を
基
に
３
年
間

の
最
大
捕
獲
頭
数
を
145
頭
と

し
た
。

髙
松
議
員
　
ア
ラ
イ
グ
マ
の

駆
除
に
対
応
す
る
人
材
が
不

足
し
て
い
る
と
聞
く
。
農
家

の
捕
獲
参
加
が
重
要
と
思
う
。

箱
罠
の
規
制
、
許
可
体
制
は
。

斉
藤
町
長
　
捕
獲
従
事
者
は

狩
猟
免
許
所
有
者
と
さ
れ
、

アライグマの罠と餌のスナック菓子

猟
友
会
在
籍
者
６
名
に
従
事

者
証
を
交
付
。
ま
た
、
技
術

講
習
会
で
安
全
に
関
す
る
知

識
、
技
術
が
確
保
で
き
る
場

合
に
は
免
許
非
所
有
者
も
含

め
ら
れ
る
。
農
家
の
防
除
従

事
者
登
録
へ
の
啓
発
活
動
を

行
う
。

髙
松
議
員
　
森
林
と
耕
地
の

間
に
大
規
模
な
金
網
柵
が
有

効
と
さ
れ
る
が
、
国
の
被
害

防
止
総
合
対
策
交
付
金
な
ど

で
設
置
で
き
な
い
か
。

斉
藤
町
長
　
国
の
施
策
は
平

成
25
年
、
鹿
柵
整
備
を
計
画

し
説
明
会
を
行
っ
た
が
、
事

業
費
が
多
額
な
こ
と
、
維
持

管
理
等
、
諸
問
題
に
よ
り
断

念
し
た
経
緯
が
あ
る
。

コロナ禍、ウクライナ
侵略、見えない不安、
マスコミが見せる殺戮。
息苦しい世界、レゾ
リュート・ドラゴン22
も来る。

演
習
場
の
騒
音
評
価
値
に
よ
り
、
住
宅
防
音
地

域
が
示
さ
れ
て
い
る
。
81
㏈
以
上
83
㏈
未
満

が
A
指
定
、
83
㏈
以
上
89
㏈
未
満
が
B
指
定
。

89
㏈
以
上
は
移
転
補
償
地
域
と
し
て
防
衛
施
設

庁
が
平
成
24
年
６
月
に
指
定
。

鳥獣被害拡大に対策を
町長－個別対策に十分に対応する

鳥獣被害
対策

髙
松
議
員
　
演
習
場
砲
撃
音

の
防
音
地
域
と
し
て
倍
本
、

東
12
線
北
と
線
引
き
が
な
さ

れ
た
。
地
元
の
意
見
聴
取
、

説
明
も
な
く
町
は
決
定
を
受

け
た
の
か
。

斉
藤
町
長
　
事
前
調
査
の
後
、

平
成
24
年
、
町
、
住
民
に
対

し
説
明
会
、
意
見
聴
取
が
あ

り
、
地
域
拡
大
を
要
望
し
て

き
た
。
歴
史
的
一
体
感
の
あ

る
地
域
が
分
断
さ
れ
た
こ
と

は
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

髙
松
議
員
　
昨
年
の
砲
撃
演

習
は
87
日
間
、
前
年
よ
り
25

日
多
く
、
81
㏈
以
上
（
A�

指
定
）
が
３
日
間
、
そ
の
う

ち
最
高
値
84.1
㏈
は
B
指
定

に
当
た
り
、
地
域
変
更
に
当

た
る
。
騒
音
レ
ベ
ル
は
上
っ

て
い
る
。
砲
撃
回
数
も
100
回

超
え
た
日
は
29
日
間
33
％
。

最
大
は
508
回
、
400
回
以
上
が

３
日
あ
る
。
こ
の
数
値
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

斉
藤
町
長
　
令
和
３
年
以
前

に
も
多
く
の
砲
撃
音
や
騒
音

を
測
定
し
て
い
る
。
年
々
回

数
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
訓
練
計
画
に
よ
り

変
動
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

髙
松
議
員
　
84.1
㏈
の
騒
音
は

地
域
の
指
定
が
変
わ
る
ほ
ど

の
数
値
だ
が
、
砲
撃
音
が
ど

れ
ほ
ど
と
思
う
か
。

斉
藤
町
長
　
町
は
、
数
値
を

下
回
れ
ば
い
い
と
い
う
ふ
う

に
は
考
え
て
い
な
い
。
そ
の

中
で
生
活
し
て
い
る
人
た
ち

の
声
と
し
て
、
基
準
値
を
も

う
少
し
下
げ
て
ほ
し
い
と
い

う
要
望
は
、
平
成
24
年
の
防

音
区
域
の
決
定
時
か
ら
、
引

き
続
き
行
っ
て
い
る
。

演
習
場
に
か
か
る

　
　
　
　
　
問
題
解
決
は
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荒生　博一  議員

荒
生
議
員　

組
織
機
構
の
見

直
し
は
、
具
体
的
に
庁
舎
内

で
ど
の
よ
う
な
検
討
が
な
さ

れ
た
の
か
。

斉
藤
町
長　

具
体
的
な
組
織

機
構
の
見
直
し
、
そ
し
て
ス

タ
ッ
フ
制
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
が
出
た
の
で
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
制
の
評

価
を
含
め
て
、
組
織
機
構

を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て

は
、
今
年
の
春
、
総
務
課
に

専
門
課
長
を
設
置
し
、
I
T
、

D
X
も
含
め
て
そ
こ
で
素
案

を
も
み
、
検
討
し
て
、
ま
だ

全
課
長
、
全
庁
的
に
検
討
の

段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、

今
年
の
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
。

荒
生
議
員　

従
前
の
係
制
に

ま
た
戻
る
こ
と
も
含
め
て
、

機
構
と
し
て
今
後
ど
う
す
る

の
か
と
い
う
あ
り
方
は
。

上富良野小学校通学路

斉
藤
町
長　

昔
の
よ
う
な
大

係
制
と
い
う
の
は
、
当
時
か

ら
比
べ
て
、
職
員
の
定
数
も

五
、
六
十
人
減
っ
て
い
る
中

で
、
昔
の
体
制
に
戻
す
の
は

難
し
い
と
考
え
る
。
一
方

で
、
ス
タ
ッ
フ
制
に
お
い
て

は
責
任
の
所
在
や
主
幹
ま
で

は
リ
ー
ダ
ー
的
な
ポ
ス
ト
が

な
い
な
ど
、
人
材
育
成
が
課

題
に
な
っ
て
い
る
。
基
本
的

に
は
大
係
制
に
は
戻
れ
な
い

が
、
ス
タ
ッ
フ
制
を
ベ
ー
ス

に
、
職
員
の
人
材
育
成
を
ど

う
担
っ
て
い
く
よ
う
な
組
織

が
良
い
の
か
、
こ
れ
か
ら
も

ん
で
全
庁
的
な
議
論
に
な
る

と
考
え
る
。

昨今、中途で辞める職
員や、心の病気などで
退職する職員が多くな
っており、組織体制そ
のものに綻びが生じて
いるのではと懸念され
る。

近
年
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
の
自
動
販
売
機
に
防

犯
カ
メ
ラ
を
内
蔵
す
る
こ
と
に
よ
り
設
置
者
は

電
気
代
だ
け
で
、
自
治
体
の
シ
ス
テ
ム
に
そ
の

映
像
や
デ
ー
タ
が
保
管
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
事
業

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

組織機構見直しの具体的な検討は
町長－今年の４月からスタートしている

行政

荒
生
議
員　

地
域
の
防
犯
環

境
の
整
備
は
大
変
重
要
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、

街
路
灯
・
生
活
灯
の
普
及
や
、

地
域
の
見
守
り
活
動
に
よ
っ

て
未
然
防
止
を
図
る
と
い
う

こ
と
も
一
定
の
効
果
は
期
待

で
き
る
が
、
通
学
路
の
事
件
、

事
故
が
起
こ
り
や
す
い
箇
所

に
つ
い
て
は
、
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
に
よ
り
、
児
童
・
生

徒
の
命
を
守
る
方
策
と
し
て

積
極
的
に
進
め
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
が
見
解
は
。

斉
藤
町
長　

防
犯
対
策
に
つ

い
て
は
、
上
富
良
野
町
生
活

安
全
推
進
協
議
会
が
、
富
良

野
警
察
署
と
の
連
携
に
よ
り
、

地
域
防
犯
の
活
動
を
取
り
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
通
学
時

に
お
い
て
は
、
交
通
指
導
員

の
配
置
や
、
地
域
の
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
る
見
守
り
活
動

も
行
わ
れ
て
い
る
。
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
、
現

在
、
富
良
野
警
察
署
と
の
協

議
要
請
で
、
公
共
施
設
に

は
設
置
し
て
い
る
が
、
通
学

路
な
ど
公
の
場
へ
の
設
置
は
、

個
人
の
生
活
の
尊
厳
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
も
関
わ
る
部
分

で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
、
富
良
野
警
察
署
と
の

連
携
を
図
り
、
検
討
を
進
め

た
い
。

鈴
木
教
育
長　

防
犯
等
に
つ

い
て
は
、
私
た
ち
も
危
機
感

を
持
っ
て
い
る
。
通
学
路
の

防
犯
カ
メ
ラ
と
な
る
と
、
こ

れ
は
地
域
の
共
通
課
題
で
も

あ
り
、
地
域
の
住
民
の
皆
様

の
個
人
情
報
に
も
関
わ
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
慎
重
審
議

の
考
え
方
が
必
要
で
あ
る
。

通
学
路
等
へ
の

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
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米沢　義英　議員

米
沢
議
員
　
急
激
な
物
価
の

高
騰
が
町
民
の
暮
ら
し
を
直

撃
し
て
い
る
。
農
業
に
お
い

て
は
、
水
田
活
用
交
付
金
の

見
直
し
や
、
肥
料
、
資
材
な

ど
の
高
騰
を
受
け
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
町
で
は
、
支
援

策
を
講
じ
て
き
た
が
、
支
援

制
度
の
対
象
外
に
な
っ
た
人

も
い
る
。
一
部
自
治
体
で
は
、

上
下
水
道
料
金
の
軽
減
や
現

金
給
付
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
り
、
町
と
し

て
も
具
体
策
を
検
討
す
べ
き

で
は
。

斉
藤
町
長
　
農
業
用
の
肥
料
、

資
材
な
ど
の
高
騰
に
対
す
る

国
か
ら
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

要
領
が
示
さ
れ
、
化
学
肥
料

の
軽
減
に
向
け
て
取
り
組
む

農
業
者
に
対
し
、
令
和
４
年

６
月
か
ら
令
和
５
年
５
月
に

購
入
し
た
肥
料
が
対
象
と
な

肥料・生産資材高騰で影響を受けている農業

り
、
前
年
度
か
ら
増
加
し
た

肥
料
費
に
つ
い
て
、
そ
の
７

割
を
支
援
金
と
し
て
交
付
を

受
け
る
も
の
で
、
町
と
し

て
も
国
及
び
道
の
支
援
の
詳

細
に
つ
い
て
確
認
し
町
独
自

の
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
。
住
民
の
方
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
燃
料
や
生
活
必

需
品
、
食
料
品
の
高
騰
が
住

民
の
皆
さ
ん
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
は
十
分

認
識
し
て
お
り
、
今
後
、
具

体
的
な
対
応
に
つ
い
て
は
、

国
・
道
の
支
援
策
を
注
視
し
、

可
能
な
限
り
必
要
な
措
置
を

講
じ
た
い
。

止まらぬ物価高騰
は多くの世帯に影
響を及ぼしていま
す。国や自治体の
支援策が必要です。

み
ず
ほ
リ
サ
ー
チ
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
試
算
で

は
、
令
和
４
年
度
の
食
糧
品
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

家
具
・
家
事
用
品
の
価
格
上
昇
に
伴
う
実
質
負

担
は
、
前
年
度
に
比
べ
１
世
帯
当
り
約
９・８
万

円
で
、
所
得
の
少
な
い
世
帯
ほ
ど
負
担
増
。

物価高騰から暮らしを守る支援策を
町長－町独自の支援策を検討したい

暮らし

米
沢
議
員
　
教
育
費
の
負
担

は
、
家
計
に
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
学
年
が
上
が

る
ご
と
に
保
護
者
負
担
も
増

え
る
状
況
に
あ
り
、
入
学
時

の
制
服
・
指
定
ジ
ャ
ー
ジ
購

入
に
お
け
る
費
用
は
、
男
子

で
約
６
万
７
千
円
、
セ
ー

ラ
ー
服
で
約
５
万
５
千
円
と

高
額
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

に
部
活
動
な
ど
に
関
わ
る
購

入
費
用
を
合
わ
せ
る
と
、
さ

ら
に
負
担
が
増
え
る
傾
向
に

あ
り
、
町
独
自
の
無
償
化
な

ど
の
軽
減
策
が
必
要
で
は
。

鈴
木
教
育
長
　
義
務
教
育
に

関
し
て
は
、
法
律
に
基
づ
き
、

授
業
料
は
無
償
、
全
教
科
の

教
科
書
も
無
償
で
配
布
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
学
用

品
な
ど
に
つ
い
て
は
、
無
償

の
対
象
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
保
護
者
負
担
が
基
本
と

な
っ
て
い
る
。

　
制
服
、
指
定
ジ
ャ
ー
ジ
の

購
入
費
用
は
、
男
子
で
は

３
万
７
千
550
円
か
ら
、
女
子

で
は
４
万
８
千
70
円
か
ら
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
義

務
教
育
に
関
わ
る
費
用
は
、

国
が
責
任
を
も
っ
て
負
担
す

る
以
外
は
、
保
護
者
に
お
い

て
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
基
本
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
無
償
化
を
図
る
考
え

は
、現
在
、持
ち
得
て
い
な
い
。

入
学
時
の
制
服
購
入
費
用

の
負
担
軽
減
を

中学校の制服
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小林　啓太　議員

小
林
議
員�

上
富
良
野
町
の

出
産
と
育
児
に
関
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
で
、
他
市
町
村
に

比
べ
て
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

は
。

斉
藤
町
長
　
妊
娠
期
か
ら
出

産
、
子
育
て
期
ま
で
、
切
れ

目
の
な
い
支
援
施
策
を
講
じ

て
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
を
支
え
て
お
り
、
他
市
町

村
と
比
較
し
て
も
引
け
を
取

る
こ
と
が
な
い
取
り
組
み
と

思
っ
て
い
る
。
ま
た
保
護
者

に
対
し
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
、
相
談
、
支
援

を
行
う
こ
と
で
子
育
て
に
対

す
る
不
安
や
負
担
を
和
ら
げ
、

保
護
者
と
し
て
の
成
長
を
支

援
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。

小
林
議
員
　
近
年
で
は
出
産

祝
い
金
な
ど
を
出
す
自
治
体

も
多
く
み
ら
れ
る
が
、
町
民

充
実
さ
せ
る
こ
と
を
優
先
し

た
い
と
い
う
こ
と
か
。

斉
藤
町
長
　
そ
の
認
識
で
構

わ
な
い
。

小
林
議
員
　
他
市
町
村
が

行
っ
て
い
る
出
産
祝
い
金
に

は
多
産
の
家
庭
に
対
し
て
経

済
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
と

い
う
側
面
も
あ
る
と
考
え
る
。

心
身
の
サ
ポ
ー
ト
と
経
済
的

な
サ
ポ
ー
ト
は
並
行
し
て
実

現
可
能
な
も
の
で
あ
る
と
考

え
る
が
。

斉
藤
町
長
　
金
額
を
明
示
せ

ず
に
経
済
的
な
サ
ポ
ー
ト
に

な
る
か
な
ら
な
い
か
と
い
う

議
論
を
す
る
の
は
少
し
無
理

が
あ
る
の
か
な
と
い
う
感
想

が
あ
る
。

小
林
議
員
　
金
額
の
明
示
と

い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

斉
藤
町
長
　
平
た
く
言
う
と
、

お
祝
い
金
が
い
く
ら
な
の
か

と
い
う
こ
と
。
10
万
な
の
か

１
万
な
の
か
で
意
味
合
い
が

変
わ
っ
て
く
る
。
例
え
ば

10
万
円
を
渡
し
て
経
済
的
な

サ
ポ
ー
ト
と
い
う
意
味
合
い

を
持
た
せ
る
こ
と
は
、
少
し

ど
う
な
の
か
な
と
い
う
気
が

す
る
。

小
林
議
員
　
本
町
に
は
産
婦

人
科
と
小
児
科
が
不
在
で
あ

る
と
い
う
継
続
的
な
課
題
が

あ
る
が
、
こ
の
課
題
を
町
長

は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

斉
藤
町
長
　
本
町
に
お
い
て

は
解
決
が
困
難
な
課
題
だ
と

認
識
し
て
い
る
。
こ
の
課
題

は
一
自
治
体
で
は
解
決
で
き

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

富
良
野
協
会
病
院
の
周
産
期

母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
協
定
を
締

結
し
て
お
り
、
患
者
数
に
応

じ
た
負
担
を
し
て
い
る
。

子どもは町の宝

の
出
産
に
際
し
、
そ
の
よ
う

な
事
業
等
を
行
う
考
え
は
な

い
か
。

斉
藤
町
長
　
祝
意
を
表
す
こ

と
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
考

え
が
あ
る
。
本
町
で
出
産
・

子
育
て
を
し
て
、
ま
た
、
生

ま
れ
育
っ
て
本
当
に
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
よ
り
良
い
子
育
て
支
援

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
町

民
の
皆
様
か
ら
幅
広
い
ご
意

見
を
お
聞
き
す
る
中
で
充
実

し
て
い
き
た
い
。

小
林
議
員
　
つ
ま
り
出
産
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
に
の
み
特
別

に
町
か
ら
祝
意
を
表
す
こ
と

よ
り
、
日
々
の
サ
ー
ビ
ス
を

全国的に子育てがし
やすい町に人気があ
り、その結果人がた
くさん集まるように
なってきている。我
が町の子育て政策は
いかに…

上
富
良
野
で
は
出
産
届
を
出
し
た
ら
か
み
ん
で

ゴ
ミ
袋
が
１
年
分
（
60
枚
）
も
ら
え
ま
す
。
よ

く
こ
の
ゴ
ミ
袋
が
出
産
祝
い
品
と
勘
違
い
さ
れ

ま
す
が
、
あ
く
ま
で
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
事
業
で
す
。

出産祝い金等の事業の考えは
町長－幅広い意見を聞き充実させていく

子育て



                                                                                                                                           かみふらの議会だより第 116 号

定例会
臨時会

❽

　

臨
時
会
・
定
例
会
の
概
要

　

第
４
回
臨
時
会
が
７
月
25
日
、
９
月
定
例
会
が
９
月
14
日
か
ら
15
日
ま
で
の
２
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
に
は
５
名
の
議
員
が
立
ち
、「
泥
流
地
帯
」
映
画
化
、

演
習
場
に
か
か
る
諸
問
題
、
行
政
組
織
と
人
事
管
理
、
脱
炭
素
社
会
の
取
り
組
み
、
出
産

と
子
育
て
に
係
る
町
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
10
項
目
に
わ
た
っ
て
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。
議
会
か
ら
は
「
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
社
会
資
本
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書
」
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
補
正
予
算
、
条
例
改
正
、
財
産
取
得
な
ど
も
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
長
、
教
育
委
員
会
委
員
を
任
命
す
る
議
案
が

提
出
さ
れ
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
　

｢
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

　
　
商
品
券
発
行
事
業
」

　
　
　
事
業
費
３
千

900
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

連
緊
急
経
済
対
策
と
し
て

商
品
券
（
プ
レ
ミ
ア
ム
率

30
％
）
発
行
事
業
が
審
議
さ

「
キ
ャ
シ
ュ
レ
ス
化

　
　
　
　
　
推
進
事
業
」

　
　
　
事
業
費
１
千

200
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

連
緊
急
経
済
対
策
と
し
て

キ
ャ
シ
ュ
レ
ス
化
事
業
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
外
顧

客
の
消
費
需
要
に
的
確
に
対

れ
ま
し
た
。
商
品
券
発
行
に

よ
り
売
り
上
げ
が
減
少
し
た

町
内
事
業
者
の
支
援
及
び
町

民
の
消
費
喚
起
を
促
し
、
生

活
支
援
に
も
繋
が
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。

応
す
る
た
め
に
も
、
町
商
工

業
者
の
キ
ャ
シ
ュ
レ
ス
化
の

推
進
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

効
果
が
期
待
で
き
る
事
業
で

す
。
本
件
は
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

議会 Pickup

臨時会

小
麦
産
地
生
産
性
向
上

事
業
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
麦
の
国
内
需
要
の
大
半

を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
我

が
国
に
お
い
て
は
、
国
際
的

な
供
給
懸
念
や
価
格
高
騰
の

影
響
を
受
け
や
す
い
構
造
に

あ
り
、
外
国
産
小
麦
か
ら
国

産
小
麦
へ
の
切
り
替
え
を
推

進
す
る
た
め
、
生
産
性
の
向

上
に
必
要
な
営
農
技
術
及
び

機
械
の
導
入
を
支
援
す
る
事

業
で
す
。

　
主
な
内
容
は
近
赤
外
線
水

分
計
付
乾
燥
機
２
台
の
導
入

に
要
す
る
経
費
に
補
助
す
る

事
業
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

国産小麦産地生産性向上事業

事業費２７５万２千円

補正

予算

定例会
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上程議案・結果（賛成：○　反対：×　欠：欠席　除：除斥）
　【可決】…原案可決、承認可決、同意可決　　　【否決】…原案否決
　【付託】…各委員会への付託

結

果

元
井
晴
奈

北
條
隆
男

髙
松
克
年

中
瀬
　
実

金
子
益
三

中
澤
良
隆

米
沢
義
英

荒
生
博
一

佐
藤
大
輔

今
村
辰
義

小
林
啓
太

小
田
島
久
尚

岡
本
康
裕

村
上
和
子

第４回臨時会（令和４年7月 25日） ※
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
「
議
長
採
決
」
と
し
て
表
明
し
ま
す
。

令和４年度上富良野町一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町病院事業会計補正予算（第２号 ) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第３回定例会（令和４年９月14日～ 15日）
令和４年度上富良野町一般会計補正予算（第４号 ) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町病院事業会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和３年度上富良野町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和３年度上富良野町各会計歳入歳出決算の認定について 付託

決算特別委員会付託令和３年度上富良野町企業会計決算の認定について 付託
上富良野町議会議員及び上富良野町長の選挙における選挙運動の公費負担
に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ※

令
和
４
年
７
月
31
日
を
も
っ
て
辞
職
し
ま
し
た
。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上富良野町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
上富良野町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上富良野町手数料条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
富良野地区介護認定審査会規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
財産の取得について（自治体情報セキュリティ強靱性整備（基幹ネットワー
ク機器等更新）事業） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育長の任命について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
教育委員会委員の任命について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議員派遣について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９月定例会、第４回臨時会　
　　　　　　　　　　審議議案と議員の賛否

人
　
　
事

教
育
委
員
会
委
員

教
育
委
員
会
委
員

久
保
　
麻
子
さ
ん　
（
再
）　
本
町
３
丁
目
　
　

　
教
育
委
員
会
委
員
を
任
命
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
員

賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

国
土
強
靭
化
に
資
す
る
社
会
資
本
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

意
見
書
を
国
に
提
出

教
育
長

教
育
長

　
令
和
４
年
９
月
30
日
で
教
育
長
の
任
期
が
満
了
と
な
る
た

め
、
教
育
長
を
任
命
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
員
賛
成
で

同
意
し
ま
し
た
。

鈴
木
　
真
弓
さ
ん　
（
再
）　
東
町
１
丁
目
　
　

　
社
会
資
本
整
備
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
激
甚
化
・
頻
発
化

す
る
自
然
災
害
や
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震

等
の
リ
ス
ク
増
大
の
ほ
か
、
今
後
一
斉
に
更
新
期
を
迎
え
る

橋
梁
な
ど
の
公
共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
様
々
な
問
題
を
抱
え

て
い
る
。
今
後
は
、
平
常
時
・
災
害
時
を
問
わ
な
い
北
海
道

を
支
え
る
基
盤
の
確
立
に
向
け
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭

化
に
資
す
る
社
会
資
本
の
整
備
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
　

　
国
と
地
方
の
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
、
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靭
化
に
必
要
な
予
算
を
安
定
か
つ
継
続
的
に
確
保
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
国
に
お
い
て
は
特
段
の
措
置
を
講

ず
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。
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全道議員研修会、先進地調査

⓫

　

本
研
修
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
今
ま
で
は
、
全
道
の

町
村
議
員
を
対
象
に
一
堂
に

会
し
て
の
開
催
で
し
た
が
、

今
回
は
全
道
を
２
分
割
に
し

て
、
万
全
の
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
を
講
じ
て
の
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
政
治
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト　

泉　

宏
氏
に
よ
る

「
参
院
選
最
終
情
勢
分
析
と

選
挙
後
の
政
局
展
望
」
と
題

し
た
講
演
を
聴
講
し
ま
し
た
。

　

泉
氏
の
長
年
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
と
し
て
の
経
験
か
ら

鋭
い
今
後
の
政
局
政
治
課
題
、

対
外
的
な
政
治
日
程
に
つ
い

て
独
自
に
観
察
分
析
し
た
内

容
で
あ
り
、
今
後
の
議
員
活

動
の
参
考
に
な
る
講
演
で
し

た
。

全道議員研修会に全道議員研修会に
　　　　参加してきました　　　　参加してきました
　コロナ禍で開催が中止され続けた全道議員研修会が3年ぶりに開催され、上富良野町議会からも11
名が参加し講演を聴講しました。研修では政治ジャーナリストによる参院選の情勢分析と今後の政局展
望を学びました。また、翌日には令和２年７月、白老町にできたウポポイ民族共生象徴空間の視察研修
を行ってきました。アイヌ文化を広く伝えるウポポイでは、文化・伝統・共生・平和など、アイヌの歴
史を通じて幅広く学ぶ機会を持ちました。

　

白
老
町
に
あ
る
ウ
ポ
ポ
イ

民
族
共
生
象
徴
空
間
の
視
察

を
し
て
き
ま
し
た
。
ウ
ポ
ポ

イ
は
、
私
た
ち
の
国
の
貴
重

な
文
化
で
あ
り
な
が
ら
存
立

の
危
機
に
あ
る
ア
イ
ヌ
文
化

の
復
興
、
発
展
の
た
め
の
拠

点
と
な
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
で
す
。

　

ア
イ
ヌ
と
は
、
ア
イ
ヌ
語

で
「
人
間
」
を
指
す
言
葉
で
、

独
自
の
言
語
、
文
化
、
歴
史

を
有
す
る
北
海
道
の
先
住
民

族
。
し
か
し
、
日
本
の
近
代

化
の
過
程
で
母
語
で
あ
る
ア

イ
ヌ
語
や
民
族
の
基
層
を
な

す
文
化
の
継
承
が
危
機
に
瀕

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

保
存
や
伝
承
が
課
題
と
な
り
、

そ
の
拠
点
と
し
て
先
住
民
族

の
尊
厳
を
尊
重
し
、
差
別
の

な
い
多
様
で
豊
か
な
活
力
あ

る
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め

の
象
徴
と
し
て
ウ
ポ
ポ
イ
が

作
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
に
は
多
様
な
人
種
、

文
化
、
歴
史
が
あ
り
ま
す
。　

北
海
道
町
村
議
会
議
員
研

修
会
（
札
幌
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）

先
進
地
調
査
（
ウ
ポ
ポ
イ

民
族
共
生
象
徴
空
間
）

す
べ
て
の
人
々
が
仲
良
く
平

和
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

世
の
中
に
し
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
意
味

で
ウ
ポ
ポ
イ
の
果
た
す
役
割

も
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

ウ
ポ
ポ
イ
は
、
国
立
ア
イ

ヌ
民
族
博
物
館
、
国
立
民
族

共
生
公
園
及
び
慰
霊
施
設
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
イ

ヌ
の
伝
統
芸
能
、
歌
、
踊
り
、

様
々
な
展
示
物
を
見
る
こ
と

で
ア
イ
ヌ
の
歴
史
や
世
界
観

に
触
れ
「
共
生
」
を
考
え
る

足
掛
か
り
と
し
て
知
識
と
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

議員としてのスキルアップを図るべく議員としてのスキルアップを図るべく
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厚
生
文
教
常
任
委
員
会
は
令
和
４
年
７
月
19
日
か
ら
22
日
ま
で
の
４
日
間
、

委
員
会
が
所
管
す
る
ゴ
ミ
埋
立
地
最
終
処
分
場
及
び
児
童
発
達
支
援
事
業
に
つ

い
て
道
内
の
先
進
地
で
あ
る
池
田
町
、
遠
軽
町
、
美
幌
町
、
士
別
市
で
視
察
研

修
を
し
て
き
ま
し
た
。

ま
と
め

　
う
め
～
る
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
一
括
屋
根

方
式
は
環
境
保
全
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の

抑
制
に
も
つ
な
が
る
が
、
オ
ー
プ
ン
型
埋
立

て
施
設
の
建
設
と
比
較
し
て
、
建
設
コ
ス
ト

や
除
排
雪
経
費
な
ど
費
用
増
大
の
課
題
が
大

き
く
立
ち
は
だ
か
り
ま
す
。

　
施
設
設
置
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
、
候
補

地
住
民
に
対
し
て
丁
寧
な
説
明
が
必
要
不
可

欠
で
、
富
良
野
圏
域
に
お
け
る
ゴ
ミ
全
般
の

課
題
と
合
わ
せ
て
広
域
で
協
議
を
重
ね
最
適

解
を
導
き
出
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

上富良野町の最終処分場の
使用期限は令和12年。
そう遠い先の話ではない・・・

　
遠
軽
厚
生
病
院
小
児
科
や
児
童
相
談
所
な
ど
関
係
機

関
が
連
携
し
て
「
遠
軽
地
域
発
達
支
援
推
進
協
議
会
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
民
間
事
業
所
の
有
効
活
用
が
困
難
で
、
ス
タ
ッ
フ
等

の
人
材
不
足
が
課
題
で
す
。

　
人
材
不
足
に
つ
い
て
は
、
募
集
を
か
け
て
も
応
募
が

な
い
状
況
で
す
。

遠
軽
町
の
現
状

被覆型（屋根付き）最終処分場

池
田
町
ご
み

池
田
町
ご
み

「
う
め
～
る
セ
ン
タ
ー
」

「
う
め
～
る
セ
ン
タ
ー
」

遠
軽
町
発
達
支
援
事
業

遠
軽
町
発
達
支
援
事
業

先進地から学べ!!先進地から学べ!!

厚生文教常任委員会編

～ごみ埋立地～

上
富
良
野
町
も
人
員
が
不
足
し

て
て
、
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
ま

す
ね
。

～
児
童
発
達
支
援
～
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士別市ほくと子どもセンターつなぐ士別市ほくと子どもセンターつなぐ

　
発
達
支
援
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、
支
援
が
多
様
化
す
る
中

で
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
と
い
う
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。

　
全
て
の
ス
タ
ッ
フ
が
お
互
い
に
敬
意
を
も
ち
、
資
質
向
上

へ
の
取
り
組
み
や
、
遊
具
・
施
設
等
の
整
備
を
な
ん
と
か
具

現
化
し
よ
う
と
す
る
意
気
込
み
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

　
担
当
者
が
変
わ
っ
て
も
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
堅
持
さ
れ

る
よ
う
組
織
的
、
体
系
的
な
整
備
も
必
要
不
可
欠
で
、
議
会
、

そ
し
て
全
て
の
町
民
が
子
ど
も
た
ち
の
発
達
の
差
異
に
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
新
し
い
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
が
発
達
の
多
様
性
を
尊
重
し
、

支
え
あ
い
学
び
あ
う
地
域
社
会
を
創
造
す
る
拠
点
と
し
て
の

機
能
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
と
め

かみふの課題をかみふの課題を

　
児
童
館
と
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
及
び
児
童
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
を
複
合
し
た
施
設
「
ほ
く
と
子
ど
も
セ

ン
タ
ー
つ
な
ぐ
」
を
平
成
31
年
４
月
に
開
設
し
ま
し
た
。

報
告
書
の
全
文
は
こ
ち
ら
か
ら 士別市ほくと子どもセンター

美幌町発達支援事業

美
幌
町
の
現
状

　
旭
川
子
ど
も
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
な
ど
か
ら
作
業
療

法
士
等
の
専
門
員
を
招
き
、
支
援
や
研
修
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
職
員
は
会
計
年
度
任
用
職
員
を
配
置
し
て
お
り
、
専

門
性
向
上
の
た
め
に
長
崎
大
学
の
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
を

導
入
し
同
一
研
修
の
受
講
に
よ
り
意
思
統
一
の
形
成
を

図
っ
て
い
ま
す
。

士
別
市
の
現
状

専
門
職
員
の
資
質
向
上
に
e

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
活
用
す
る
の
は

参
考
に
し
た
い
で
す
ね
。

上富良野町の新子どもセン
ターも発達支援センターと
児童館が併設予定です。

美幌町発達支援事業美幌町発達支援事業
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発
行
／
上
富
良
野
町
議
会

編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

  

議 

会 

だ 

よ 

り

編
　
集

　
後

　
記

議会広報特別委員会

委
員
長
　
　
小
　
林
　
啓
　
太

副
委
員
長
　���

元
　
井
　
晴
　
奈

委

員
　
　
髙
　
松
　
克
　
年

　
　
　
　
　
　
中
　
瀬
　
　
　
実

　
　
　
　
　
　
小
田
島
　
久
　
尚

■
昨
年
は
高
温
少
雨
の
た
め
、
農
作
物
に
多
大
な
被
害

が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
豊
穣
の

秋
を
迎
え
そ
う
で
す
。

■
議
会
だ
よ
り
も
広
報
委
員
と
し
て
104
号
か
ら
始
ま
り

今
号
で
13
回
目
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
委
員
そ
れ
ぞ

れ
が
役
割
分
担
を
決
め
て
原
稿
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、

紙
面
構
成
や
見
出
し
作
り
に
は
、
話
し
合
い
を
重
ね
て

決
め
て
い
ま
す
。

■
「
議
会
だ
よ
り
113
号
」
が
第
43
回
北
海
道
町
村
議
会

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
入
選
を
果
た
し
た
こ
と
は
、
私

た
ち
議
会
広
報
特
別
委
員
に
と
っ
て
も
大
き
な
励
み
と

な
り
ま
し
た
。

■
今
後
も
「
親
し
み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
」
議
会

だ
よ
り
の
編
集
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
小
田
島
　
記
）

　
　 ７
月
25
日
　
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
第
４
回
臨
時
会

　
　
　
　
　
総
務
産
建
常
任
委
員
会
　

�

８
月
５
日
　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
23
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
26
日
　�

総
務
産
建
常
任
委
員
会

　
　
27
日
　
議
会
運
営
委
員
会

９
月
５
日
　�

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

������

６
日
　
総
務
産
建
常
任
委
員
会

　
　
７
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
８
日
　
全
員
協
議
会
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
14
日
　
第
３
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　
15
日
　�

第
３
回
定
例
会
（
２
日
目
）、
全
員
協
議
会
、

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
20
日
　�

全
員
協
議
会

　
　
28
日
　
町
内
行
政
調
査
、
全
員
協
議
会

10
月
４
日
　�

決
算
特
別
委
員
会
（
１
日
目
）、
議
会
運
営

委
員
会

　
　
５
日
　
決
算
特
別
委
員
会
（
２
日
目
）

　
　
６
日
　
決
算
特
別
委
員
会
（
３
日
目
）

　
　
12
日
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
17
日
　�

全
員
協
議
会
、
第
５
回
臨
時
会
、
議
会
広
報

特
別
委
員
会
、
総
務
産
建
常
任
委
員
会

議
会
の
窓

◆
委
員
会
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長
　
　
佐
藤
大
輔
　
議
員

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
副
委
員
長
　
米
沢
義
英
　
議
員

議
会
運
営
委
員
会
委
員
　
　
　
　
　
佐
藤
大
輔
　
議
員

No.
116

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？
次の定例会の開会予定は…

12 月 14 日（水）12 月 14 日（水）
　　   15 日（木）です　　   15 日（木）です

※この日程は変更になる場合があ
りますので、ご確認のうえ、役場
３階の議場までお越しください。

傍聴にあたっては、新型コロナウイ
ルス感染症の予防にご配慮願いま
す。

富
良
野
広
域
連
合
議
会
議
員
　
　
　
岡
本
康
裕
　
議
員

◆
富
良
野
広
域
連
合
議
会
議
員
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た
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